
課題
や現状

取組状況
や成果

自治体との「官民連携」によるキッチンカーを活用した
“防災・減災スキーム”の構築
取組主体：一般社団法人地域活性化プロジェクト縁GIN × 株式会社シンクロ・フード（モビマル）

解決策や
アイデア

能登半島地震における大阪府と連携したキッチンカー派遣スキームを通して、防災における官民連携の在り方を構築。

• 大阪府「キッチンカーあったかい食事支援隊」実施に向けた課題

当該自治体がどこへ頼むべきかわからない

地元のキッチンカー事業者も“被災者”の可能性あり（地元キッチンカー団体との連携だけでは不十分）

キッチンカー事業者のスケジューリング、メニュー調整など

当該自治体と派遣元自治体、キッチンカー事業者の連携体制が構築できない（連絡体制が取れない）

責任の所在の明確化（食中毒、事故、二次被害など）

費用負担の整理（どこまでがボランティア？何を自治体が費用負担する？）

• 自治体×現地コーディネータ（差配）×キッチンカー派遣事業者の連携体制を構築

①大阪府からの要請に基づき、大阪府、モビマル、縁GINの3者で早急にオンラインMTG

➡スケジュール、役割、責任の所在、費用負担、連絡体制などを整理

②縁GINメンバーが現地に赴き、当該自治体と連携し、現地の状況を踏まえ差配などのコーディネート

③モビマルと縁GINが情報連携しながら、派遣するキッチンカーのスケジュール管理やメニューを調整

④大阪府と輪島市が情報連携を行い、必要な物資などを縁GINに伝達（おむつ、毛布など）

➡派遣キッチンカーに物資を乗せて、“物流”の役割も果たす

• 18日間で延べ23,913食を無償提供（稼働台数：71台）

➡7/31まで継続実施し、輪島市だけでなく、志賀町、七尾市、珠洲市などへも展開を広げ、

142日間で81,898食（稼働台数：239台）の炊き出しと無償提供を実現

※その後、災害を想定した平時の炊き出しシュミレーションを官民連携で実施し、有事に備えて体制構築の確認や

情報共有を行なっている。
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取組の詳細

＜災害時のキッチンカー派遣の現状と課題＞ ＜今回の連携スキーム＞

早急に体制整備を行い、役割の明確化
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取組の詳細

スキームが評価され、輪島市以外の地域にも展開を拡大
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取組の詳細

キッチンカーという特性を活用し、必要な物資を運ぶ「物流」としても機能
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【課題】
・地元キッチンカー事業者も被災者の可能性
・色んな所からキッチンカーが来ることで、混乱が起きる（差配できない）
→避難所ごとに運営状況にバラつきが生じる

【解決策】 ※縁GINが対応
・現地の状況を踏まえ、避難所運営担当者と派遣コーディネーターが連携
→スケジュールや台数、メニュー内容を調整（キッチンカーを差配できる体制）

取組のポイント

【課題】
・キッチンカー事業者の安全確保
→災害保険への加入、雪道への対応、など
・出店条件を整理
→営業許可証、PL保険などの書類管理、自治体の支援内容の整理など

【解決策】 ※縁GINとモビマルが連携して対応
・大阪府と「自己責任」と「サポートする行為」を整理し、早急に対応整備
・モビマルへの登録を通し、出店に必要な書類をシステム管理

【課題】
・連絡、連携がとりづらい
→場所によって、状況が異なるため、情報を正確にキャッチアップする必要がある

【解決策】
・官民それぞれの「役割」「連携体制」「連絡網」を明確にし、情報伝達ルートを整備する

課題
①

課題
②

課題
③
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付記（任意）

各自治体が個別で「災害連携協定」は色んな事業者と組んでいるかと思います。

その民間事業者を横軸で繋げ、官民連携の形を平時から作り、地域の防災訓練を

通して連携を強化していければと思います。

そういう体制づくりの参考にしていただければと考えております。

今回の能登半島地震で、被災地の現実を改めて思い知らせれました。

被災からの経過日数に応じて、被災地の方々がどんなサポートを求めているのかを実感しました。

またそのサポートを行う体制自体が、未だに確立できておらず、昔と変わらない被災地支援の風景があ

りました。キッチンカーや移動型車両という仕組みがどういう役割を果たせ、

平時からどういう官民連携の体制づくりを行えば良いかを、この取組を通して方向性を示せてたのでは

ないかと考えております。

＜「シェア」のポイント＞

＜取組みへの思い＞

今回の取り組みを評価され、大阪府内でも富田林市や守口市とも協定を締結、また公民連携によるフォ

ーラムや自治会との合同による防災訓練を行うなどより実践レベルでの取り組みに発展しております。

今後は他の都道府県や市町村、自治会や町内会からも今回のモデルを踏まえ連携や協定締結のお話をい

ただいており、その地域に合わせた体制構築を行なっていきます。

▶その後同スキームでの協定提携：大阪府守口市、富田林市と災害連携協定を締結

＜今後の展開＞

平時から
連携体制を構築

↓

防災訓練を通して
連携強化

↓

有事に繋げる
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